
名古屋城天守閣木造復元 

市民向け説明会 

次   第

１． 開  会

   ２． 学芸員による講演

      １月２２日 原 史彦   「名古屋城天守・櫓・御殿」

      １月２３日 二橋 慶太郎 「名古屋城石垣石材の特徴について」

      １月３１日 堀内 亮介  「名古屋城天守の宝暦大修理について」

３． 名古屋市からの説明

４． 質疑応答

５． 閉  会

※名古屋市からの説明資料、及び、アンケートの内容につきましては、

後日、名古屋市公式ウェブサイトに掲載します。





名古屋城天守閣の整備

令和２年度

なぜ、名古屋城天守閣を木造復元するのか

○史実に忠実な木造復元
豊富な史資料が現存

→外観、内部構造に至るまで
史実に忠実な復元が可能

○天守閣の老朽化
1959（昭和34）年の再建から60年以上が経過し、
耐震性能の確保が課題に

→現行の耐震基準を下回るため、平成30年5月から入場禁止

昭和実測図 金城温古録
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名古屋城は近世城郭の最高峰

○名古屋城は日本一の城郭

・天守は、現存最大の姫路城天守の2倍を軽く超える巨大さ

・本丸御殿は、二条城二の丸御殿と双璧をなす

近世城郭御殿の最高峰

・現存する石垣の量は大阪城、江戸城に次ぐ規模

・二之丸庭園は、現存する城内庭園としては最大

名古屋城は近世城郭の最高峰

近世期の名古屋城本丸を実感できる

歴史的、文化的空間を再現

○特別史跡名古屋城跡の

本質的価値の理解の促進

○文化面及び観光面における魅力の向上
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特別史跡名古屋城跡の本質的価値

○ 尾張徳川家の居城であった

○ 現存する遺構や、豊富で詳細な史資料により、
築城期から近世までの改修・改変の変遷を
たどることができる

○ 築城当時の都市計画が、現在の名古屋の
都市形成のきっかけとなっている

現天守閣の位置づけ

○意義・役割

○ 記録の保存と記憶の継承

・戦後復興の象徴
・展示収蔵機能を備えた博物館としての役割 など

・図面、写真、解体する部材の一部を保存
・資料等のデジタル化・公表

・部材の展示、グッズ化 など
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１．き損事故への対応

２．文化庁からの指摘事項への対応と今後の流れ

３．木材の調達及び保管状況

４．バリアフリーの検討

５．機運醸成

復元事業の進捗状況

有識者及び文化庁の指導・助言を得ながら、再発防止対策を策定

令和２年３月２日
展示収蔵施設の外構工事において
地中にあった石列をき損

事故後は直ちに工事を中断し
き損した遺構を保全

事故調査委員会を設置し
事故時の状況や事故原因を詳細に調査

１．き損事故への対応

○き損事故の概要

き損場所

き損場所（六番御蔵東端）

城内配置図

外構工事計画図
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再発防止対策

調査

修復

工事再開

●史跡の保存のための基本的な考え方を徹底
●組織間の意思疎通と役割分担を明確化
●各段階におけるチェック機能を強化
●監督・立会いを適切に行うための統一的手順を明確化

●石材の痕跡等を詳細に調査
●すべて石材について本来の位置を特定又は推定

修復後、展示収蔵施設のオープンにむけた
工事再開

6/26

文化庁へ
届出

10/22

有識者会議へ
報告

●石材を本来の位置に戻し、き損事故前の状態に復旧

○き損箇所の修復

１．き損事故への対応

１．き損事故への対応

２．文化庁からの指摘事項への対応と今後の流れ

３．木材の調達及び保管状況

４．バリアフリーの検討

５．機運醸成

復元事業の進捗状況
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○現天守閣解体の現状変更許可申請に対する指摘事項への対応

２．文化庁からの指摘事項への対応と今後の流れ

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
環
境
へ

文
化
庁
へ
指
摘
事
項
へ
の
回
答
を
提
出

指摘事項への回答に必要な調査等の実施

調査

・内堀の地下遺構の把握、御深井丸側内堀石垣の現況及び

安定性を確認するための追加発掘調査

・御深井丸の地下遺構把握のための発掘調査
・大天守台北面石垣の孕み出しについての調査・検討
・天守台石垣背面等の空隙についての調査

検討・整理

・現天守閣解体の理由が耐震対策のみか、木造天守復元の
ためかの検討、整理
・木造天守復元に係る計画の具体的内容の追加提出

文
化
庁
か
ら
申
請
に
対
す
る
指
摘
事
項

現
天
守
閣
解
体
の
現
状
変
更
許
可
申
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○本丸内堀の発掘調査

２．文化庁からの指摘事項への対応

•内堀堀底の堆積状況を

確認するための調査

•戦後の攪乱の状況、

遺構の残存状況を確認

•石垣面については、

三次元レーザー測量を実施

•令和２年１１月から調査を開始
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○御深井丸等地下遺構の発掘調査

２．文化庁からの指摘事項への対応

•現天守閣解体工事に際し、

仮設構台が設置される範囲について、

地下遺構の状況を把握するための調査

•計２６か所でトレンチ調査を実施

•小天守西側においては、

地下遺構面の深さを把握するため、

ボーリング調査を１か所実施

•令和２年１２月から調査を開始

TP+10.0m

TP+15.0m

TP+20.0m

TP+25.0m

_ ( )

○天守台石垣背面空隙についての調査

２．文化庁からの指摘事項への対応

•大天守台北面石垣に対し、

追加のレーダー探査を実施

•令和２年９月から調査を開始

•現在、調査結果を

取りまとめ中

大天守北面の追加レーダー探査位置

追加レーダー探査測線

既往レーダー探査測線
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○現天守閣の解体理由と木造天守復元に係る計画の検討、整理

２．文化庁からの指摘事項への対応と今後の流れ

•木造天守復元の具体的計
画を本丸の基本構想の中

で整理中

現状変更許可
(文化庁)

地元有識者会議

石垣等遺構保全

木造天守復元

復元検討委員会

追
加
情
報
提
出

復元工事

（ 復元過程の公開）

３．文化庁からの指摘事項への対応と今後の流れ２．文化庁からの指摘事項への対応と今後の流れ

実施修正設計実施設計

木材の製材・ 保管木材の調達
準備工事

解体工事

地元有識者会議を適宜開催

現
状
変
更

許
可
申
請

穴蔵石垣
発掘調査

天守台石垣保存方針の作成
継続的な石垣対策の実施

各種調査の実施
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１．き損事故への対応

２．文化庁からの指摘事項への対応と今後の流れ

３．木材の調達及び保管状況

４．バリアフリーの検討

５．機運醸成

復元事業の進捗状況

保管場所 樹種 使用箇所 本数（本）

岩手 松 梁 ４６６

岐阜 桧・松 柱・梁 ７７２

愛知 桧・欅 柱・梁 ９６

奈良 桧 柱 ３３５

高知 桧 柱・梁 ４０２

計 ― ― ２，０７１

３．木材の調達及び保管状況

○木材の保管状況（令和２年度末見込み）

・江戸時代、名古屋城を築城するため、裏木曽地域（中津川）から
大量の木材を調達した記録が残っている。

・木造天守復元に使用する木材は、裏木曽地域をはじめとした
木材関係者のご協力をいただき、全国各地から調達している。

○木材の調達

保管状況

内訳
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１．き損事故への対応

２．文化庁からの指摘事項への対応と今後の流れ

３．木材の調達及び保管状況

４．バリアフリーの検討

５．機運醸成

復元事業の進捗状況

木造天守の
史実に忠実な復元

木造天守に
誰でも昇れるための
バリアフリー化

両立

４．バリアフリーの検討

○検討状況

障害者団体の皆様と、名古屋市障害者団体連絡会の場や、ワーク

ショップ、個別の話し合い等の場を通して、史実に忠実な復元とバ

リアフリーの両立について説明をするとともに、新技術の公募につ

いてもご意見をいただきながら、バリアフリーの実現に向けて検討

を進めている。
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１．き損事故への対応

２．文化庁からの指摘事項への対応と今後の流れ

３．木材の調達及び保管状況

４．バリアフリーの検討

５．機運醸成

復元事業の進捗状況

VR映像で木造天守の内部を体験 木造復元天守の模型（100分の1）を体験

５．機運醸成

木造復元事業の機運を高めるため、イベントを行っています。

○機運醸成イベント
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イベント・城内での寄附募集

５．機運醸成

いただいたご寄附は、木造復元事業に活用させていただいています。

○寄附募集

金シャチパートナー制度

木造復元事業をご支援
いただけるパートナーを
募集しています。

・売り上げの一部の寄附

・物品支援
（企業等による製品の提供）

など

復元事業の推進

○事業推進の取り組み

・文化庁や地元有識者からの指導・助言に基づき
適切に対応する

・史跡全体の適切かつ厳格な保存を最優先にし、
石垣をはじめとした遺構等に影響を及ぼすことのないよう、
慎重に整備を進める

・市民の皆さまの木造復元事業への理解が深まるよう
機運の醸成に努める
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ご清聴ありがとうございました。
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メ モ


